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第 2 回 日本橋中学校改築準備協議会 議事概要 

●開催概要 

 

開催日時

場　　所

氏　　名 出欠

日本橋中学校　校長 平野　雅仁 ○

日本橋中学校　副校長 鹿倉　美帆 ○

日本橋中学校　ＰＴＡ会長 坂間　政利 欠

日本橋一の部連合町会会長 湧井　恭行 ○

日本橋二の部連合町会会長 平野　熙幸 ○

日本橋三の部連合町会会長・

小網町町会会長
中野　耕佑 ○

日本橋四の部連合町会会長・

横山町町会会長
岩田　  博 ○

日本橋五の部連合町会会長・

浜町二丁目金座町会会長
髙橋　伸治 ○

日本橋六の部連合町会会長・

日本橋二丁目町会会長
清水　貞男 ○

日本橋七の部連合町会会長・

茅場町二・三丁目町会会長
安西　暉之 ○

東日本橋一丁目矢ノ倉町会会長 出口　洋弌 ○

東日本橋二丁目町会会長 川口　修一郎 ○

横山町奉仕会会長 西沢　郷 ○

浜町一丁目町会会長 鈴木　征矢男 ○

日本橋浜二町会会長 福田　昭三 ○

中洲町会会長 増田　智之 ○

教育委員会事務局次長 生島　憲 ○

教育委員会事務局庶務課長 俣野　修一 ○

教育委員会事務局学務課長 鷲頭　隆介 ○

教育委員会事務局学校施設課長 岡地　貴志 ○

教育委員会事務局指導室長

代理　指導室　統括指導主事
清水　浩和 ○

企画部副参事（計画・特命担当） 糟谷　直孝 ○

環境土木部管理調整課長

代理　管理調整課計画調整係長
井上　英公 ○

環境土木部水とみどりの課長 白石　 学 ○

都市整備部営繕課長 暮田　富代 ○

総務部防災危機管理課長 菅沼　雅広 ○

総務部地域防災担当課長 小森　昌洋 ○

区民部スポーツ課長 鎌田　智之 ○

委　員

学

校

町

会

等

関

係

者

教

育

委

員

会

事

務

局

区

長

部

局

案件により

臨時出席

令和5年8月29日（火）16:00～17:00

日本橋中学校　メモリアルホール

区　　　分
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●協議会の経過等 

１．学校と公園の配置について 

資料に基づき教育委員会事務局学校施設課長が説明 

２．学校の諸室構成について 

資料に基づき教育委員会事務局学校施設課長が説明 

３．公園のゾーニングについて 

資料に基づき環境土木部水とみどりの課長が説明 

４．改築についての意見交換・質疑 

 

●協議会での主な要望、意見 

《学校の諸室構成について》 

【発言者】 【発言内容】 

委 員 将来生徒数が減少した時には、学校の一部を公共施設として併用す

ることは考えているか。また、新校舎の地域利用部分で保安上の検討

内容はあるか。 

→事務局 他用途併用は可能性として想定できますが、生徒数減少が相当先と

予測されているため、現時点では全体を学校として整備する計画で

す。一方、新校舎の地域利用部分については、生徒との動線を分ける

などの工夫を検討しています。 

  

委 員 防災倉庫はどこに配置されるのか。 

→事務局 防災倉庫は千代田公園の公園内公共施設に 1 つ、体育館と同一階の

2 階に 1 つの計 2 つ配置する検討をしています。 

  

委 員 元来教室の形は縦長なものだが、授業のやりかたが映像、音楽、コ

ミュニケーションを取り入れるなど変化しており、それに対応した教

室の形として横長の教室が良いと考えるがどうか。 

→事務局 学び方が変化しつつあることはご指摘のとおりです。教室の形につ

いては、さまざまな教員から聞き取りを行い、教員から生徒への目の

届きやすさや生徒からの黒板の見やすさなどの学習環境を検討した

傍聴者 なし

配付資料

・第2回　日本橋中学校改築準備協議会　次第

・日本橋中学校改築準備協議会　資料1-1～1-2

・日本橋中学校改築準備協議会　資料2-1～2-3

・日本橋中学校改築準備協議会　資料3

・日本橋中学校改築準備協議会　参考資料
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結果、若干ではありますが縦長の形状となっています。また、学習環

境の検討の経過等は改めてご説明します。 

  

委 員 教室数について、今後教室が不足した時、教室スペース確保の考え

はあるか。また、隣接する建物の改築等、今後の学校周辺環境の変化

への対応について、引き続き公園部分を利用することを含め検討して

いることはあるか。 

→事務局 普通教室をはじめとする教育のためのスペース確保については、現

状、敷地の中で建てられる最大の大きさの校舎とするほか、千代田公

園の公園内公共施設にも多目的空間を確保する等の検討をしていま

す。 

学校の周辺環境変化への対応については、変化に応じた改修等、設

計や工事に時間がかかることを踏まえ、都度、検討の前の段階から地

域の皆様にご相談の上進めていきます。 

 

《公園のゾーニングについて》 

【発言者】 【発言内容】 

委 員 資料にある公園の階段の横の部分について、平らな坂のように描か

れているが、具体的にどういう形にするか決まっているのか。 

→事務局 絵には何も載せていないところではありますが、イメージとしては

その部分を緑化する等の検討をしています。 

 

以上 


